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レベル／年度 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年
N1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1
N2 1 1 0 1 2 7 1 4 1 5
N3 4 0 4 0 3 9 8 4 10 15
N4 0 0 2 1 2 1 1 9 15 2
N5 0 0 0 5 0 0 0 12 5 1
在籍者数 18 7 9 7 12 17 29 40 28 30
留学生別科入学後の日本語能力試験合格者（累計数）






で岡山理科大学 69名、倉敷芸術科学大学 6名、千葉科学大学 4名、岡山理科大学専門学校
















言語知識 (60) 読解(60) 聴解(60) 合計(180) 言語知識 (60) 読解(60) 聴解(60) 合計(180)
漢字圏 32 38 34 104 29 30 34 93
非漢字圏 27 29 38 94 21 16 36 74
漢字圏 33 39 37 108 28 30 34 92













更なる日本語能力向上が要求されている。                    
 
３－４ 漢字圏出身者、非漢字圏出身者の日本語３技能の比較 
 2015～2019 年度において、在籍中に N3 以上の日本語能力試験（JLPT）を受験した学
生を漢字圏（中国）出身者および非漢字圏出身者に分け、その日本語能力を３技能（言語知
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